ゲノム創薬と抗体医薬の世界 by 渡辺 良成
金沢大学サテライト・プラザ ミニ講演 
日 時 平成１８年４月１５日（土） 午後２時～３時３０分 
演 題「ゲノム創薬と抗体医薬の世界」 












































































































































のを薬にしようとするのが年間で 300 件ほどあります。今，審査中のものも 60 件ほどあり



















でバイオ 2006 というバイオ関係，医薬関係の大きな大会が開かれていまして，１万 9000
人集まったそうですけれども，そこに行っている宮田さんという日本経済新聞のバイオ関


























































































































































































































































































































 私が会社に勤めていたときにかかわったのが，Fully Human Anti-TNF-α Antibody です。




































































































































 現実にやはり日本で一流の武田薬品でも世界レベルでは 20 位くらいのところです。 
 
（司会） 私は門外漢ですけれども，薬を創るには相当な時間がかかるということです。
大学等の研究の場合に，なかなか成果が出ないものに対する助成は少なくなる傾向にあり
ます。やはり時間をかけることによって成果が出るというものについて，打ち上げ花火と
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言いませんが，ぽっと成果が出れば，「よし次はもっといい開発してくれるように補助金を
つけよう」ということもないとは言えません。しかし，命にかかわることですから，時間
をかけて慎重にやる研究について，補助金，交付金等が切られることなく，安定した研究
ができるような体制でないと，よい研究なり命にかかわるような研究がなかなかできない
のではないかということを，先生のデータを見ながら感じました。製薬だけではないです
けれども，よい成果を出すためにじっくりと焦らず研究に取り組んでいただければと思っ
ております。 
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